
寅さん歩 その 23     

東京の博物館めぐり－51 

      世田谷区－１    平野 武宏 

 

2020 年（令和 2 年）1 月から始めた「東京の博物館めぐり」は新型コロナ感

染拡大の緊急事態宣言が続き、約 8 ケ月お休みしました。東京都の緊急事態宣

言が 2021 年 10 月 1 日解除になりましたので、残っていた区の博物館めぐりを

再開し、寅さん歩 東京の主要道路の起点～終点シリーズと並行して掲載して

います。 

今回は東京 23 区の最後の紹介となった世田谷区の博物館めぐり（2021 年 12

月訪問）です。右上の写真は世田谷代官屋敷表門で [こぼれ話]をご参照くださ

い。区内にある博物館(記念館・資料館・展示館等の総称とします)から寅次郎

の好みで選び、独断と偏見の紹介と感想です。詳細を知りたい方は各博物館の

ホームページをご覧ください。入場料の記載なしは無料です。最寄り駅は代表

駅です。 

 

バーチャルウォークの途中経過も報告します。 

 

［世田谷区立郷土資料館］ 世田谷区世田谷 1-29-18 

最寄駅 東急世田谷線 上町駅 

 

世田谷区立郷土資料館(写真左)は、 

区政 30周年事業の一環として 1964年 

（昭和 39年）9月 10日に開設された都内 

初の公立地域博物館です。農村地帯の 

世田谷は、戦後の急速な人口増加で、 

都内最大の人が住む区へ変貌を遂げまし 

た。区立郷土資料館は世田谷に関する歴 

史・民俗資料を収集し、その散逸を防ぐ 

とともに、それらを展示・公開しています。 

2階が常設展示室です。世田谷区は都内でも有数の遺跡密集地であり、その分布

はほぼ区内全域に及んでいます。 



歴史的には約 3 万 5 千年前の石器製作跡から近世の大名陣屋に至るまで、全時

代を網羅しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷にゆかりのある武士は吉良氏の庶流の世田谷吉良氏、後北条氏(小田原 

北条氏)、江戸太郎重良を祖とする木田見(喜多見)氏で史料を展示しています。 

家康が関東に入府すると、世田谷のほとんどが幕府の直轄領となり、寛永年間

の領主替えでは幕府領 15ケ村(のちに 20ケ村)が彦根藩領に組み込まれました。

明治以降は鉄道の敷設で近郊農村から都市郊外の住宅地に変貌していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣の企画展室では「ボロ市」関連の展示が 

あります。小田原北条 4代当主 北条氏政は 

1578年（天正 6年）世田谷に新たな宿場を 

設けるとともに、楽市を開きました。 

これが、戦後の「世田谷ボロ市」の起源と 

されています。郷土史料館前のボロ市通り 

では毎年 12月 15・16日、1月 15・16日に 

開催され多くの人々でにぎわいます。 

寅さん歩 80 江戸・東京の祭―11 江戸らしい祭―4をご覧ください。 



2021年 12月及び 2022年 1月のボロ市は新型コロナ感染拡大で中止です。 

世田谷区立郷土資料館の開館時間は 9 時～17 時。但し、世田谷ボロ市、せたが

やホテル祭りとサギ草市（7月）の開催日は事業終了まで開館しています。 

休館日は月曜日、祝日(月曜日が祝日の場合はその翌日も)、年末年始です。 

 

［駒澤大学禅文化歴史博物館］ 世田谷区駒沢 1-23-1 

            最寄駅 東急田園都市線 駒沢大学駅 

 

駒澤大学禅文化歴史博物館(写真下左)は、東京都選定歴史的建造物に選定され

た「耕雲館」を保存・活用し、開校 120周年記念事業の一環として 2002年 

(平成 14年)に開設されました。中に入ると写真下右の「一仏両祖（いちぶつ 

りょうそ）」が祀られています。中央が仏教の開祖である釈迦(一仏)、右に道元

禅師(日本に曹洞宗を広め大本山永平寺を開いた高祖)、左に瑩山（けいざん）禅

師(道元から数えて 4 代目の祖師で大本山総持寺を開き、発展の基礎を築いた)

の両祖の「一仏両祖」です。 

 

 

 

 

 

1 階は禅の文化と歴史をテーマとした常設展示室（写真下左）、2 階は企画展示

室と大学史展示室(写真下右)です。 

 

 

 

 

 



開館時間は月～金 10時～16時 30分。休館日は土・日・祝日、その他大学が

定める休業日です。寅次郎の訪問した 2021年 12月の見学は事前予約制でした。 

寅さん歩 194 東京の学食めぐりー3をご覧ください。現在の学食は新しい建物

に移り、訪問当時とは違います。 

 

［東京農業大学「食と農」の博物館］ 世田谷区上用賀 2-4-28 

最寄駅 小田急線 経堂駅 

 

寅次郎、渋谷駅西口からバス利用で訪問しました。訪問した 2021年 12月の見

学は事前予約制でした。東京農業大学の「食と農」の博物館（写真下左）は 2004

年（平成 16年）4月に学校法人 東京農業大学により一般財団法人 進化生物

学研究所の協力のもと開館しました。その源流は、「日本の博物館の父」とも称

される田中芳男が 1904年（明治 37年）に設置した標本室に遡ります。1891年

（明治 24年）創立の農大建学の精神は「人物を畑に還す」です。創設者 榎本

武楊と初代学長 横井時敬の 2人の学祖の共通の思いである実学主義を貫いて

きました。博物館前にあるのは「ナレース大王鶏」タイ王朝のナレースワン大

王にちなんだ縁起物とのこと。写真下右は 1階の入口先の展示です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1階の奥では東京農業大学創立 130周年記念展「学祖群像―豊かさをつなぐ」 

の展示がありました。東京高等農学校（東京農業大学の前身）初代校長 田中 

芳男(1838～1916)、創立者 榎本武揚（たけあき）(1836～1908)、初代学長 

横井時敬（ときよし）(1860～1927)の三学祖の相関図（写真下左）が展示されて

いました。 

 

 



写真下左は榎本武揚（右）と 

横井時敬、写真下右は田中 

芳男で個別の説明がありま 

す。榎本武揚は幕臣として 

戊辰戦争を戦い、敗北して 

捕らえられますが、新政府 

は彼のまれなる才能を惜し 

み政府の要職に就かせます。 

農商務大臣，文部大臣、外 

務大臣を経て近代日本農業 

のために東京農業大学を建 

学した人とは驚きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2階は鶏の剝製標本（写真上左）、卒業生の蔵元 銘酒紹介コーナー（写真上右）

や酒器などが並んでいます。 



また、古農具の歴史的背景や使用方法について、観覧者がイメージし、理解で

きる展示として、農家の古民家を再現したジオラマ展示が行われています。こ

れを農大「村の古民家」と呼んでいます。写真下左は古民家正面、写真下右は

古民家内です。 

 

 

 

 

 

 

[進化生物学研究所 バイオリウム]  

進化生物研究所とは生きた動植物や実物の標本を収集し研究の中心におく日本

では珍しい研究所です。1950年（昭和 25年）東京農業大学農学科教授 近藤典

生博士が設立した東京農業大学育種学研究所を母体としました。 

進化生物学研究所への連絡口は「食と農」の博物館と 1階でつながり、見学で

きます。「バイオリウム」とは「生きもの空間」のことで、「バイオ」は「生き

もの」、「リウム」は「空間」で動物園、植物園、水族館のくくりを取り払って

います。 

進化生物学研究所が世界各地を調査し収集した貴重な動植物や資源植物のコレ

クションが一堂に集められた学びと憩いの空間です。熱帯・中南米の植物が多

かったです。アフリカ原産のケズメリクガメ（写真下右）もいました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

開館時間は 10時～17時（12月～3月は 16時 30分まで）、休館日は月曜日（祝

日の場合は翌日）・毎月最終火曜日・大学が定めた日です。 

世田谷通りを挟んだ反対にある東京農業大学世田谷キャンパスがあります。 

構内や学食は 寅さん歩 195 東京の学食めぐりー4でご覧ください。 

 

[こぼれ話］世田谷代官屋敷 

世田谷代官屋敷の敷地内にある世田谷郷土資料館は表門（写真下左）の脇の受

付で「郷土資料館に行きます」と言って入ります。世田谷代官屋敷は江戸時代

中期から、彦根藩世田谷領 20ケ村の代官を世襲した大場家の役宅で、大場代官

屋敷ともいわれます。大名領の代官屋敷としては都内唯一の存在であり、1952

年（昭和 27年）都史跡、大場家住宅主屋及び表門は 1978年（昭和 53年）国の

重要文化財に指定されています。写真下左は表門、写真下右は表門の裏側です。 

 

 

 

 

 

 

写真下左は主屋正面、写真下右は横から見た主屋です。 

 



 

 

 

 

 

写真下左は主屋の右側で左の役所の間の前はお白洲があります。写真下右は主

屋の後ろ側（南側）です。 

 

 

 

 

 

これにて東京 23区の博物館めぐりは終了ですが、コロナ禍で休館のため訪問出

来なかった博物館もあります。機会を見て訪問して追加の掲載をしたいと思い

ます。 

 

［バーチャルウォーク途中報告］ 

 

八柳修之さん作成の多くのバーチャルウォークコースがＦＷＡホームページ 

「ＹＲ・四季の道」に掲載されています。現在、寅次郎は「バーチャル 東北

復興支援絆ウォーク」で福島県相馬市から青森県八戸市までの 410ｋｍに挑戦し

ています。2022年 1月 16日、福島県相馬市スポーツアリーナを出発、2022 年 

2 月 14日、宮城県石巻市桃生町の桃生豊里ＩＣ（福島県相馬市から 105ｋｍ）

に到着しました。 

「東北支援絆ウォーク」は東日本大震災 10年を迎えるにあたり震災の記憶を風

化させない、復興 10年を期に東北の発展を支援するために日本ウオーキング協



会などが主催団体となり、2021年 3月から行われています。 

寅次郎、藤沢から東京へ移住（2012年 8月）して「寅さん歩」を書き始めて 10

年を迎えます。 

新型コロナウイルスの新しい変異株（オミクロン株）が見つかり、世界中で感

染拡大が始まり、日本でも感染が拡大しています。東京都や神奈川県などは 2022

年 1月 21 日からまん延防止等重点措置が適用され、例会も中止となりました。

毎日の運動不足対策にはマイお散歩コースを見つけ、その歩いた距離を累計し

て楽しむバーチャルウォークを始めませんか。 

毎日の歩いた距離をコースシート上のマスを色塗りして進むバーチャルウォー

クはやりがいがあります。 

ＦＷＡのＨＰ「ＹＲ・四季の道」の「バーチャルウォークコーナー」は各コー

スが紹介され、各コースシートが印刷できます。 

また「ひとり歩きコーナー」には地図付きの各コースがありますので選んで印

刷して利用ください。 

歩く際は密閉・密集・密接の密にならないよう、又それ以外の感染対策を怠ら

ないようにお願いします！ 

 

平野 寅次郎 拝 

    

 

 


